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1 ARToolKit の概要 

 拡張現実感(AR : Argumented Reality)とは、現実

から受ける知覚情報にコンピュータによって作り出

された情報を付加することである。動画像に対する

AR 技術として有名なものに ARToolKit がある。 

 ARToolKit は C/C++言語用のライブラリで、これ

を利用することで AR プログラミングができる。マ

ーカ(図 1)と呼ばれるパターンを利用して現実の情

報を得る。この情報をもとに、得られた動画像に CG

などの付加情報を乗せる(図 2)。AR プログラミング

に必要な作業のほとんどを ARToolKitが行ってくれ

るので、利用者は煩雑な AR の処理に気を取られる

必要がない。 

    

    図 1 マーカ    図 2 ARToolKit の実行例          

2 マーカーの利用方法の提案 

 今回、独自のマーカーの利用方法としてマーカー

の中にマーカーを入れて全体をまた別のマーカーと

してみる(図 4)ことを考える。 

 

図 4 マーカーの中のマーカーの例 

 このマーカーについて、２つの利用方法が考えら

れる。１つめの利用法は、段階的なボタンである。

たくさんのマーカーを重ねることで外側から徐々に

指でかくしていったり、中心から徐々にマーカーか

ら指をどけることにより認識されるマーカが変化し

ていく。２つめの利用法は、中のマーカが所定の位

置に来た場合に動作をするようなプログラムである。

ちょうど福笑いのようなものである。 

3-3 なぜマーカーか 

 ARToolKit では、マーカーの認識は自動でリアル

タイムに行ってくれる。そのためマーカーを利用す

ることで解決できるような問題は、マーカーを利用

した方が高速に動作する可能性が高い。たとえば、

マーカーがある角度である位置に存在する時に処理

をするようなプログラムを考える。このとき、メイ

ンループの中で毎回フレームごとに位置と角度を確

認するよりも全体としてそのマーカーが指定された

位置に組み込まれているようなマーカーを認識した

方が早いだろうと予想できる。 
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